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資料：総務省統計局

前年比でみると，全世帯の1世帯当たりの消費支出は，平成5年に実質減少に転じ，6年から11年にか

けて実質減少が続いた後，12年は実質（－）0.9％の減少となった。なお，消費支出が実質で8年連続し

て減少となったのは，現行の調査開始（昭和38年）以来初めてである。

前年比でみると，勤労者世帯の実収入は，平成7年以降3年連続の実質増加となった後，10年以降3年

連続の実質減少となった。

前年比でみると，消費支出は，平成5年に実質減少に転じ，6年，7年と実質減少となった後，8年，9

年は実質増加となったが，10年以降3年連続の実質減少となった。
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家計調査報告（平成12年平均）
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